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緒 言

前回の報告1)に おいては,湿 室内SヱidecUlture法 に

よつて,染 色陰性の喀湊中少数例は培養24蒔 間後に,

大多数例は培養48乃 至72時 閥後に結捜菌の検出が可

能であることを知つた◎

しかし乍らこの方法では操作が穂 之複雑であり,且 つ,

特殊な容器を必要とするので,余 等はこの方法から知 り

得たことを基礎 として,更 に簡易な方法で結核菌を早期

.に検出しようとして,下 記の如き薪 しい培養法を試みた。
、

1実 験方浅艶びに材料

2実 験 成 綾

喀痩89飼 中上記遠心管内培養法によつて陽性と成つ

第1表 遠心管内培養法によつて各培d'

養 日数に陽性となつた例数

2日13日

陽 性

陰 性

37 6

7則 計

0 43

46

σ)培 養材料は当結核研究所臨床部の外来及び入院

患者の喀褻であつて,塗 抹標本をチ{ル ・ネールゼソ

"法 で染色して陰性の電の89例 を供試 した
。

②3本 の遠心沈澱管に同一一の喀湊1¢・c宛を分配し,

それぞれに4%苛 性曹達溶液5e.c宛 を加えてよく振

崖混和した。購卵器内に20分 聞 静置 した後3000回

転20分 間遠心沈澱 した。上清を捨て,減 菌蒸溜水5

c・e宛を加えてi振嬢混和 し,再 び3000回 転20分 間

遠心沈澱 した。上溝を捨て,白 金耳で沈演を捷搾し,3

本の辻心沈澱管の沈澄を1本 に集めた。更に3000回

藪20分 間遠心灘 殿後上清を捨て,沈 渣に等量乃至培

量のキルヒナ{液 を加え,よ く振盛混和 した後,3本

の遠心沈澱管に等量宛を分配 したゆそれぞれの遠心沈

澱管はゴム栓で密栓して騨卵器内に斜位 に保 つ た0

2・3・7周後にそれぞれ1本 宛の遠心瀧澱管を取り出し
,

3000回 転20分 聞遠心沈澱 した
。上清を捨て,洗 渣の

1白 金耳をスライド硝子に塗抹し
,乾 燥,火 焔固定後

チMル ・ネールゼン法で染色してそれぞれ100視 野 を

饒検した。

(3)な お・キル ヒナー液を混和する直前の洗渣の1

白金耳宛を,2本 の卵培養基(上 坂一友田)に 培養 し

て遠心管内培養i法と検出率を.比較 した◎

計 89

たものは43例 であつたeそ の内訳は第1表 の如 く,2

日後に既に陽性のもの37働3Rftgこ 始 めて陽性にな

つた屯のが6鋼 あつたc3H後 に未だ陰性であつた屯の

は7日 後にもまた陰性に留まつたe

次 に上詑遠心管内培養法と卵培養基培養法とを比較す

第2表 遠心管内培養法と卵培

養基培養法との比較
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るに;第2表 の如 ぐ被検喀瑛89例 中陽性数は遠心管内

培養法では43倒,卵 培養基では40例 であつた◎その

申遠心管内培養法,卵 培養基共に陽性のもの37例,遠

心管内培養法でのみ陽性で卵培養基では陰性のもの6劔
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17で)

反対に卵培養基にのみ陽性のもの3例,又 両者共に陰性

のものは43例 であつた◇すなわち検幽率において遠心

管内培養法は卵培養基に比 し稽 萱優秀な結果を与えた◎

而もその検出に要 した日数は,第3表 の如 く,遠 心管

第3表 検掲日数の比較

鹸 検鰍 陽性例数 平 均
検閏日数

欝麟89143 2.2

灘i繕89 40 20。1

内培養法では2乃 至3日 間 ギ平均Z2日)で 決定 し得たの

に対 し,卵 培養基では平均20・1田 を要 し,両 者の間に

は著 しい懸隔があつた○

因みに雑菌による汚染は遠心管内培養法では4例(4・5

%)あ つたが,結 核菌の検撫には障碍にはならなかつた¢

魍照の卵培養基において竜また4例 の雑菌汚染をみた○

ウムを用いて別に吟味を試みた○

その結果から見れは結核菌の集落は上記の時聞には,

2,3個 乃至数側の赤,染菌体から成るが,非 病原性 ミ=パ

クテ リウムは一般に集落はより多数の菌体から成り,往

往10・20・30個 或はそれ以hの 数の菌体から成る◇又

長大な或は短小な形,配 列及び集落中に青染菌体を混じ

る点等に注惹すれば・結核菌との鑑別は困難ではないc

なお・念のために5乃 至7日 培養後の標本を観察すれ

ぼ上記の特徴は一層顕著であろ○

3総 括並びに考按

遠心管内培養法は簡単な方法であつて,2乃 至3日 聞

(平均2・2日)と い う在来の培養法とは比較にならない短

時 日坤 に結核菌の有無を決定 し得るδ しかも結核菌の検

出率において嬉また遠心管内培養法は卵培養基培養法に

比肩する弗この事は,還 心管内培養法においては,材 料

中の微量の結核菌を発育せしめ,そ の初期集落を観察す

ることができる結果にほかならない◎

上記観察中には遭遇 しなかつたが,も し万一検査材料

中に唾液その他に由来する非病原性 ミコバクテ リウムが

混入 した場合には,結 核薗とまぎらわしい所見を与える

であろ うことが考えられる◎ この点に鑑みスメグマ菌,

A1,D10,小 杉,藤 井の5株 の非病原牲 ミコバクテリ

結 論

次の如 く培養することにより結核菌の早期検1肋 河 能

である◎

喀湊約 ユc・cを遠心沈澱管に取 り,4%苛 怪曹達液5c.G

を加 え・よく振盟混和する・ 購卵 器 に20分 閥静置倭

3000回 転20分 間遠心沈澱 し,上 満を捨てる◎1回 滅菌

蒸溜水を加えて洗灘 した沈渣に等量乃至培量のキルヒナ

ー培養液を混加 しゴム栓て密栓 し
,よ く振揚混和 した後

躍卵器に斜位に保つe3日 後遠心洗澱 し,分 離した僅少

の上漕を捨て,沈 渣の1白 金耳をスライ ド硝子に塗抹す

るご乾燥 し,火 焔で周定 して後,チ ール 。ネールゼソ法

て染色 し100視 野を鏡検する。

遠心管内培養法は従来の卵培養基培養法及びS・C・法

に比較 して,検 出率において優るとも劣らない◎しかも

遠心管内培養法によれば検出に要する日数は更に著しく

短縮することができるのみならず資材の節約にも資し得

る¢

丈 献
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